






経済研究所 / Institute of Developing














































































24 アジ研ワールド・トレンド No.267（2018. 1）
はみかけないような
雪 そ り を 貸 し て も
らったり、 大きなカ





告 で は、「 特 別 な 体
験」を提供できる物
件や、 ホストとの触
れ合いを強調してい
るように見受けられる。これは確かにAirbnbの独自
性の1つである。様々な住居とホストの個性により、
多様な物件が提供されるため、多様なニーズに対応で
きるようになっている。ここにある独自性は絶えず進
化し、拡充されていくであろう。
ムンバイで泊まった部屋は、19世紀後半に建てられ
た商人の屋敷を改装した物件であった。ホストはお
しゃべりなオジサンだったが、彼はこれまでに宿泊し
た迷惑客の愚痴を延々と話してくれた。その時印象的
だったのは、Airbnbからホストに対するサポート体
制の不足であった。ユーザーからのクレーム対応は迅
速である一方で、ホストからのクレームには対応が遅
いとのことであった。たとえば、宿泊者数の過少申告
や、備品の破損や盗難などがあり、ホストにとっての
問題はなかなか解決はみえないとのことであった。双
方による評価制度はあるが、誤解にもとづく低評価や
中傷など、これだけでは全てを解決できるわけではな
い。サービス提供者であるホストはAirbnb内で他ホ
ストとの競争にもさらされるので、様々な不満がた
まっていたとしてもサービス向上とそれに見合う価格
設定が求められている。Airbnbからは、物件の写真
撮影や補償保険などがホストに対して提供されている
が、ホストの被るリスクに対するサポートは十分とは
言い難い。とはいえ、実際どのようなサービス・サプ
ライズ・苦労が隠されているのかは、実際に使ってみ
なければわからない。ぜひ、心と時間に余裕のある時
に使ってほしい。
（つぼた　けんめい／アジア経済研究所　経済地理研
究グループ）
近くを通った英語を話せる人のお陰でいま訪問してい
る家は「表」の家で、私は「裏」の家に行くべきこと
が分かった。たしかに住所の末尾に「B」と書かれて
いたが、そんなBの意味が分かるわけがない。到着が
深夜でなくて本当に良かった。
とはいえ、ここを乗り越えれば、ホテルでは得られ
ない空間が目の前に広がっている。既に書いたが、子
ども連れとしては、子どもの就寝後に一休みする意味
でも別の部屋があるとありがたい。そうなると、ベッ
ドルームとリビングの最低2部屋は欲しくなってくる。
部屋数やベッド数だけでなく、検討地域を広くすれば
価格にもばらつきが出てくるので、気に入るところは
みつかると思う。
これまでで最も思い出に残った物件は、ノルウェー
のトロンハイム（Trondheim）の一軒家だった。この
地域はカラフルな外壁の家が多いことで有名なのだが、
その物件も日本であったら使わないだろうという緑色
の外壁だった。玄関に続く表の扉は鍵がかかっておら
ず、納戸のような場所の鉢のなかに鍵は入っていた。
なかに入ると、北欧らしい家具と照明が迎えてくれた。
子どもが、自分のベッドはこれだろうと2段ベッドに
潜り込むと、そこにはいくつかの小さなお菓子が隠し
てあった。そして大人には、冷蔵庫にビール。ゲスト
を楽しませようという気持ちを感じ、とても嬉しかっ
た。この時は、オーロラを観たいという義父を連れて
の旅行で、合計6名で3LDKに宿泊したのだが、お値
段は1泊で1万7000円程度。ホテルならば2部屋も借り
られないので、格段に安いといえる。また、トロムソ
で泊まった家は、山の高台に位置していたため、入り
江が一望できる景色は圧巻だった。ここでは、日本で
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トロンハイムの家の子ども部屋トロムソで泊まった家のリビングルーム
